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長野市 15 塩尻市 213 岡谷市 24
飯田市 4 松本市 174 諏訪市（郡） 44
その他 9 大町市 14 駒ケ根市 1
計 28 北安曇郡 14 茅野市 45
南安曇郡 94 伊那市 15
東筑摩郡 44 上伊那郡 43
木曽郡 83 飯田市 18
































87 88 89 90 91 計 平均
1月 7 14 15 21 12 69 13．8
2月 14 18 13 16 14 75 15
3月 28 26 34 27 17 13226．4
4月 18 12 9 12 17 68 13．6
5月 13 22 13 27 14 89 17．8
6月 16 21 21 18 12 88 17．6
7月 17 14 10 15 17 73 14．6
8月 9 26 13 19 14 81 16．2
9月 8 15 12 9 12 56 11．2
10月 16 15 26 14 15 86 17．2
11月 11 11 7 18 21 68 13．6
12月 11 12 10 177 57 11．4






























































































年齢 一5 6－89－112－1415一 計
上顎前突 1 14 18 22 55
下顎前突 16 35 21 29101
両顎前突 1 3 5 3 12
前歯叢生 7 29 17 21 74
犬歯低唇 6 8 4 18
開咬 1 2 3 2 8
交叉咬合 1 1 1 2 5
過蓋咬合 1 3 3 7
空隙歯列 1 1 3 2 7
唇顎口裂 2 4 17 5 2 30
その他 3 7 8 9 27





















年齢 一5 6－89－112－1415一 計
上顎前突 2 41 37 27 107
下顎前突 2 25 48 33 38146
両顎前突 2 3 3 7 15
前歯叢生 17 48 32 48 145
犬歯低唇 3 15 13 13 44
開咬 2 5 2 9 18
交叉咬合 1 1 2 4 8
過蓋咬合 1 3 6 6 16
空隙歯列 2 2 3 5 12
唇顎口裂 2 11 23 8 1 45
その他 5 14 9 14 42
計 4 71 203 148172 598
単位：人
74 孔他：松本歯科大学病院矯正科に来院した患老の実態調査　一1986年～1991年一
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図3：不正咬合の年齢別分布（男子）
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図4：不正咬合の年齢別分布（女子）
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化を認めなかった．これは1971年以降からほぼ横
ばいの状態を示しており3），今後も著しい変化は
ないと推測される．
　月別平均来院患者数は過去3回の報告では，10
月，3月，6月の順で多かったが，今回の報告で
は最も多かったのが3月で，その次に多かったの
は5月，次に6月，10月の順であった．今回の報
告では3月の来院患者数がもっとも多かったが，
同月の来院患老数は過去の10月の来院患者数を上
回った．
3．不正咬合の種類別，年齢別分布について
　第一～第三報1－’3）と同様，下顎前突が最も高率を
占め，また前歯叢生の占める割合が増加した点も
同じであった．他の報告の多くは6－’9）も，本報告と
同様に下顎前突が最も多いと報告しているが，中
には福原ら4），岸本ら5）の報告のように，上顎前突が
下顎前突を上回るものも見られる．これは主とし
て不正咬合の分類方法の相違によるものと考えら
れ，例えば福原らは，不正咬合の種別を上顎前突，
下顎前突，上下顎前突，その他の4種に分類して
いるが，切端咬合や空隙歯列はその他の項に含ま
れており，下顎前突の総数が減少したことが推察
される．
　男女比は，今回の報告では男子の占める割合が
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若干増加し，4：6となったが，概ね他の報告4～9）
と類似した傾向を示した．
　年齢別分布でも小学校高学年の患者が多く，15
歳以上で再び増加を示しており，前回と同様な結
果が認められた．
結 論
　今回著者らは，患者動態第一報～第三報に続き，
1987年～1991年の5年間の当科来院患者の実態調
査を行い，以下の結果を得た．
　1．本学矯正科開設後16～20年目における来院
患者総数は942名で，男子344名，女子598名，男女
比4：6を示した．
　2．地域分布では距離的，時間的に有利な地域
からの患者が多数を占めた．
　3．年度別来院患者数は年ごとに若干の変動は
認めるものの，来院患者総数は増加を認めず，ほ
ぼ横這いの状態となった．
　4．月別来院患者数では，今回最も多かったの
は3月で，次に5月6月となった．
　5．不正咬合の種類別では下顎前突が最も多く，
次いで前歯叢生が増加を示した．
　6．年齢別でも前回と同様，小学校高学年の患
者が多く，一旦減少した後15歳以上で再び増加ー
を示した．
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